
◎ )

養
殖
漁
業
に
取
り
く
む

二
百

ィ̈
時
代
の
定
着
化
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
捕
り
放
題
の
漁
業

の
在
り
方
を
見
直
す
機
運
が
高
ま

っ
て
い
る
な
か
、
十
三
湖

・
前
潟

で
″種
づ
く
り
′′′′場
づ
く
り
″
の
増
養
殖
調
査
事
業
が
漁
業
関
係
者
に

よ
っ
て
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

（関
連
記
事
四
面
に
）

昭和56年 6月 号

400品 の網いけすにはヒラメの種苗 10万尾を入れ中間育成を始めました。
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―
螢
部

―

塩
分
を
と

り
す
ぎ

て

い
る
な

ア

試
食

・
血
圧
測
定
な
ど
人
気

「
い
ま
い
ち
ど
自
分
の
健
康
を
確
か
め
よ
う
Ｌ
胎
児
の
声
を
聞
こ
う
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

「村
民

健
康
ま
つ
り
」
は
、
六
月
二
十
日
午
前
十
時
か
ら
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
を
第

一
会
場
に
、
相
内
小
学

校
講
堂
を
第
二
会
場
に
し
て
開
か
れ
、
約
二
百
五
十
人
の
村
民
が
食
生
活
改
善
、
健
康
維
持
の
た
め

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
な
ど
、
有
意
義
な

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

「
環
境
を
清
潔

に
し
、
美
し

い

村
を

つ
く
ろ
う
Ｌ

ア
タ
リ
と
ガ

ン

を
防
ぎ
健
康
で
明
る

い
家
庭
を
築

こ
う
Ｌ
成
人
病
を
予
防
す
る
た
め

に
食
生
活
を
見
直

そ
う
」
な
ど
を

テ
ー

マ
に
開
催

し
て
き
た

「
村
民

健
康
会
議
」

は
、

こ
と
し
で
第
九

回
目
を
数
え
ま
す
が
、
「
自
分

の
健

康
は
自
分

で
守

る
ビ

こ
と

の
意

識

の
高
揚
と
相
ま

っ
て
、
保
健
衛
生

や
環
境
美
化
推
進
運
動
な
ど
に
も

大
き
な
効
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
健
康
会

議
は
、
質
疑
応
答
形
式
で
、
内
容

に
お
い
て
も
主
催
者
側
の

一
方
通

行
的
な
傾
向
が
強
く
、
参
加
者
、

特
に
若
い
人
た
ち
の
集
ま
り
が
年

々
減
少
し
て
い
ま
し
た
。

村
で
は
、　
一
人
で
も
多
く
の
村

民
に
集
ま

っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
質
疑
応
答

形
式
を
な
く
し
、
代
わ

っ
て

「
減

塩
試
食

コ
ー
ナ
ー
」
や

「乳
ガ
ン

チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
」
な
ど
を
設

置
、
講
演
も
幅
広
い
層
に
人
気
の

あ
る
詩
人

・
伊
奈
か
っ
ぺ
い
氏
を

講
師
に
招
く
な
ど
、
内
容
、
趣
向

に
ア
イ
デ
ァ
を
出
し
あ

い

「健
康

ま
つ
り
」
と
名
称
を
改
め
ま
し
た
。

第

一
会
場
の
基
幹
集
落
セ
ン
タ

ー
で
は
、
食
生
活
の
改
善
や
健
康

問
題
を
考
え
る
コ
ー
ナ
ー
が
ズ
ラ

日
ご
ろ
の
食
品
に
ど
れ
ぐ
ら
い

の
塩
分
が
含
ま
れ
て
い
る
か
を
明

示
し
た
り
、
自
然
食
品
の
展
示
即

売
、
試
食
し
た
り
の

「減
塩
試
食

コ
ー
ナ
ー
」
。
リ
ハ
ビ
リ
用
具
の
展

示
、
血
圧
、
体
力
測
定
の
サ
ー
ビ

ス
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る

「成
人

病
予
防
展
コ
ー
ナ
ー
」
。
性
病
の
恐

ろ
し
さ
を
資
料
に
よ

っ
て
説
明
す

る

「性
病
予
防
展
示
コ
ー
ナ
ー
」
。

乳
ガ
ン
に
な

っ
た
時
の
状
態
は
ど

う
な
る
の
か
を
触
知
模
型
に
よ

っ

て
、
そ
の
感
触
を
確
か
め
る

「乳

ガ
ン
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
」
。
民
生

課

一
年
間
の
足
あ
と
を
紹
介
す
る

「
写
真
展
示
コ
ー
ナ
ー
」
の
ほ
か

「
民
生
課
な
ん
で
も
コ
ー
ナ
ー
」

「
入
場
整
理
券
発
行
コ
ー
ナ
ー
」

な
ど
七
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、

金
本
地
区
農
業
改
良
普
及
所
の
三

浦
み
つ
江
主
任
、
桜
庭
廣
次
五
所

川
原
保
健
所
長
、
岡
田
リ
ヱ
同
保

健
婦
課
長
ら
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ

ー
ナ
ー
で
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス

会
場
に
は
次
か
ら
次
へ
と
村
民

が
詰
め
か
け
、
特
に
血
圧
、
体
カ

測
定

コ
ー
ナ
ー
は
大
変
な
人
気
。

ま
た
、
自
然
食
品
展
示
、
減
塩

試
食

コ
ー
ナ
ー
に
も
主
婦
ら
の
人

が
き
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
試
食
を

し
て
は
、
「
こ
の
く
ら
い
の
塩
加
減

で
い
い
ん
だ
ナ
ア
。
お
父
さ
ん
の

″
し
ょ
っ
ぱ
口
″
を
少
し
改
め
さ

せ
な
け
れ
ば
…
…

」
。
な
ど
の
声
が

相
次
い
で
い
ま
し
た
。
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第
二
会
場
の
相
内
小
学
校
講
堂

で
は
、
午
後

一
時
か
ら
式
典
が
開

か
れ
、
高
西
安
十
郎
村
民
生
課
長

が
、
村
民
健
康
ま
つ
り
の
開
催
主

旨
説
明
と

「
い
ま
い
ち
ど
自
分
の

健
康
を
確
か
め
、
建
康
で
明
る
い

家
庭
生
活
を
送
ろ
う
―
」
と
呼
び

健
康
ま

っ
り
で

は
多
数

の
人
た
ち

が
表
彰
を
受
け
ま

国
民
健
康
保
険
優
良
家
庭

■
五
年
間

（昭
和
二
十
年
度
か
ら

五
十
四
年
度
）
三
浦
モ
ト
．

■
三
年
間

⌒昭
和
五
十
二
年
度
か

ら
五
十
四
年
度
）
竹
谷
友
二
郎
。

■
二
年
間

（昭
和
五
十
三
年
度
か

ら
五
十
四
年
度
）
奈
良
正
弘
、
成

田
つ
さ
ょ
、
石
沢
信
春
、
成
田
岩

元
、
小
野
太
郎
、
浜
田
昭
彦
。

あ
た
た
か
い
心
の
献
血

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た

■
通
算
二
十
回
以
上
献
血
協
力
者

棟
方
由
美
、
本
村
兼

一
、
葛
西
美

穂
子
、
三
上

い
づ
み
。
⌒
二
十

一
回
）

■
二
十
五
回
以
上
献
血
協
力
者

■
．ニ
ト
上
国
以
上
献
血
協
力
者

ｒ
子
谷
　
悟

（三
十
五
」１
）

こ
れ
か
ら
も

し
っ
か
り
み
が
こ
う
ネ

■
五
十
五
年
度
、
歯
の
コ
ン
ク
ー

○
優
賞
　
工
藤
千
本

（十
三
保
育

所
）、
三
和
公
也

⌒相
内
小
五
年
）

○
準
優
賞
　
佐
藤
那
穂
子

（相
内

保
育
所
）

河
川
海
岸
を
美
し
く
…
。

■
五
十
五
年
度
、
河
川
海
岸
環
境

美
化
推
進
表
彰
団
体

十
三
小
学
校
、
脇
元
小
学
校
、

金
木
高
校
相
内
分
校
、
十
二

・
相

内

・
脇
元

・
磯
松

。
大
田

。
桂
―――

婦
人
会
、
脇
元
漁
業
協
同
組
合
孵

人
部
。

ri義
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吉 相

「笑
顔
、
そ
れ
が
健
康
で
あ
る
」

詩
人

・
伊
奈
か
っ
べ
い
氏
の
記
念
講
演

趣
向
変
え
村
民
に
好
評

か
け
た
あ
と
、
山
田
勝
明
村
収
入

役

（村
長
代
理
）
、
桜
庭
廣
次
五
所

川
原
保
健
所
長
ら
が
あ

い
さ
つ
し

続

い
て
、
国
民
健
康
保
険
健
康

優
良
家
庭
、
献
血
協
力
者
、
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
、
環
境
美
化

推
進
団
体
な
ど
を
表
彰
し
た
あ
と
、

講
師
の
伊
奈
か

っ
ぺ
い
氏
に
よ
る

「花

い
っ
ぱ

い
抽
せ
ん
会
」
が
行

わ
れ
、
出
席
し
た
村
民
に
フ
ラ
ワ

ー
ポ

ツ
ト
や
は
ち
植
え
、
花
の
種

な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
し

次
い
で
、
伊
奈
か
っ
ぺ
い
氏
が
、

ら
く
書
き
放
談

「健
康
ア
・ラ
・カ

ル
ト
」
と
題
し
て
講
演
。

「
き
わ
め
て
不
健
康
な
生
活
を
し

て
い
る
ボ
ク
を
健
康
ま
っ
り
の
講

師
に
招

い
た
こ
と
は
、
村
当
局
の

ミ
ス
テ
ー
ク
ロ
」
と
独
得
の
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
な
が
ら
語
り
、
「要
す

る
に
み
な
さ
ん
は
そ
の
逆
の
生
活

を
″
」
と
爆
笑
を
誘
い
■
ム
ス
ッ
。

と
し
て
い
る
よ
り
笑
顔
、
大
声
は

り
あ
げ
て
笑
う
こ
と
。
そ
れ
が
健

康
な
の
で
す
ピ
と
結
び
、
健
康
で

明
る
い
村
民
か
ら
大
き
な
拍
手
を

あ
び
て
い
ま
し
た
。

購演する伊奈かつべい氏



冒
マ
ろ
粗
田
ヘ
ス
タ
ー
ト

ヒ
ラ
メ
十
万
尾
を
中
間
育
成

十
三
湖

・
前
潟
の
大
養
殖
場
め
ざ
す

育
て
る
漁
業
の
可
能
性
調
査
を
目
的
に
し
た

五
十
四
年
度
力
ら
、
さ
け
、
ま
す
ふ
化
放
流
、

″
資
源
管
理
型
漁
業
″
の
試
み
は
、
国
・
県
が
　
五
十
五
年
度
か
ら
は
ク
ル
マ
エ
ビ
放
流
、
そ
し
て

ス
タ
！
卜
さ
せ
た
本
県
日
本
海
沿
岸
を
対
象
と
す
　
五
十
六
年
度
か
ら
は
ホ
タ
テ
貝
放
流
事
業
、
ヒ
ラ

る

「津
軽
海
域
総
合
開
発
調
査
事
業
」
が
土
台
と
　
メ
の
中
間
育
成
旗
流
試
験
事
業
に
着
手
し
た
も
の

な
つ
て
い
る
も
の
で
、
十
二
湖
、
前
潟
で
は
昭
和
　
で
す
。

岩手県からトラック輸送 したヒラメの種苗は

約 2週間育成をして、放流します。

広報 ι夕4

農家の意地だ

ことしこそ豊作 を

こ
と
し
か
ら
始
ま

っ
た
ヒ
ラ
メ

中
間
育
成
放
流
試
験
事
業
は
、
北

部
日
本
海
沿
岸
の
ヒ
ラ
メ
増
殖
の

可
能
性
試
験
を
目
的
に
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
事
業
効
果
に
よ

っ
て

は
、
十
三
湖

。
前
潟
に
大
規
模
育

成
施
設
の
設
置
も
夢
で
は
な
く
、

同
事
業
の
成
功
は
本
県
日
本
海
沿

岸
漁
業
の
振
興
は
も
と
よ
り
、
当

村
に
も
た
ら
す
メ
リ
ッ
ト
に
大
き

な
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ヒ
ラ
メ
の
種
苗
は
、
岩
手
県
に

あ
る
財
団

・
法
人
日
本
栽
培
漁
業
協

会
、
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
宮
古
事

業
場
で
ふ
化
し
た
も
の
十
万
尾
を

ト
ラ
ッ
ク
で
輸
送
し
ま
し
た
。

十
七
日
早
朝
到
着
し
た
ヒ
ラ
メ

の
稚
魚
は
、
体
長

一
・
五
↓
――
、

体
重
〇

・
〇
四
グ
ラ
ム
。

事
業
主
体
と
な
る
卜
三
漁
業
協

同
組
合
で
は
、
同
港
内
南
側
に
プ

Ｉ
Ｑ
Ｒ
一
―

ラ
ン
ク
ト
ン
を
多
く
集
め
る
た
め

の
電
灯
を
配
備
し
た
四
百
平
方
層

の
囲

い
網
中
間
育
成
施
設
を
造

っ

て
い
た
が
、
到
着
後
、
さ

っ
そ
く

県
水
産
試
験
場
関
係
者
の
見
守
る

中
で
、
組
合
員
ら
が
網
い
け
す
に

ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
を
入
れ
ま
し
た
。

ヒ
ラ
メ
の
中
間
育
成
は
、
自
然

の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
ほ
か
、
配
合

飼
料
、
プ
ラ
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
プ
な

ど
の
エ
サ
を
併
用
し
て
、
約
二
週

間
行
わ
れ
ま
す
が
、
五
日
お
き
に

成
育
調
査
を
す
る

一
方
、
一
～́
三

メ
ｒ
に
成
長
し
た
頃
を
見
訂
ら

っ

て
放
流
時
の
数
量
調
査
を
し
て
同

港
に
放
流
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

放
流
さ
れ
た
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
礼

一
年
後
に
は
三
十
♯
層́
ぐ
ら
い
に

ま
で
は
成
長
す
る
だ
ろ
う

。
。
と

こ
の
事
業
に
か
け
る
関
係
者
の
声

は
大
き
い
。

一
・
五
↓
　
。　
一
年
後
に
は
、

三
十
↓
の
期
待
が
か
け
ら
れ
る

相
内
の

″虫
お
く
り
″
は
、
長

い
伝
統
を
も
つ
民
俗
芸
能
と
し
て
、

県
内
外
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
冷
害
で
四
億
円
Ｆ
万
円

に
も
の
ぼ
る
被
害
を
受
け
た
去
年

の
こ
と
を
思
う
と
、
農
家
の
人
た

ち
の
心
も
沈
み
が
ち
・

・
。

こ
と
し
も
、
″冷
た
い
夏
々
が
ル

報
さ
れ
、
去
年
に
続

い
て

「農
作

物
不
順
天
候
対
策
本
部
」
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
去
年
の
反
省
に
↓

ち
、農
家
。関
係
機
関

・
団
体
等
が

一
体
と
な

っ
て
冷
害
克
服
に
努
力

し
た
い
も
の
で
す
。

″冷
た
い
夏
″
を
克
服
し
よ
う

こ
と
し
も
、
″冷
害
″
を
予
感
さ
　
　
　
し
か
し
、
豊
作
を
願
う
荒
馬
４

せ
る
よ
う
を
冷
た
い
風
が
吹
き
つ
　
　
先
頭
に
村
を
ね
り
歩
く
太
刀
振
‐‐

け
る
五
月
二
十
日
、
相
内
の

″虫
　
　
の
行
列
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
な

い

お
く
り
″
は
冷
害
を
吹
き
と
ば
す
　
　
フ
ア
イ
ト
と
ヽ
「冷
害
克
服
」
に
ふ

よ
う
な
勢

い
で
、
に
ぎ
や
か
に
行
　
　
け
る
農
家
の
意
地
が
み
ら
れ
ま
， 荒馬、太刀振りの行列にはこれまでにないファイ トが…
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■ 7月 から10月 までの開催日と学習内審は下
記のとおりです。

老
後
の

や
ま

き
学
級

月
十
八

幹
集
落

村
内
の
一

出
席
し
ヽ

り
方
を
一

菫
ユ

か
な
老
後
は
学
習
か
ら

秋
に
は

「観
賞
菊
」
の
展
示
会
も

こ
れ
ま
で
の
「老
人
保
健
学
級
」

を
や
ま
び
こ
大
学

「
こ
と
ぶ
き
学

級
」
に
名
称
を
か
え
た
も
の
で
す

が
、
目
的
、
学
習
内
容
な
ど
に
つ

い
て
は
大
き
な
変
更
は
あ
り
ま
せ

「
こ
と
ぶ
き
学
級
」
は
、
市
浦
村

・
金
木
地
区
農
業
改
良
普
及
所

。

村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
共
催
。

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
お
よ
び
市
浦
村

に
居
住
す
る
六
十
歳
以
上
の
老
人

で
あ
れ
ば
誰
で
も
受
講
で
き
、
そ

の
主
旨
は

「老
年
期
に
お
け
る
健

康
管
理
と
そ
の
保
持
増
進
、
日
常

生
活
に
即
し
た
健
康
教
育
、
老
後

生
活
に
必
要
な

一
般
教
養
と
趣
味

・
娯
楽
な
ど
の
学
習
を
行

い
、
老

人
の
生
き
が
い
の
創
造
に
資
す
る
」

と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
の
開
講
式
で
は
、
佐
藤

佐
吉
学
級
委
員
長
の
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
に
始
ま
り
、
市
浦
村
長

の
代
理
で
出
席
し
た
葛
西
安
十
郎

民
生
課
長
が

「
み
な
さ
ん
の
す
ば

ら
し
い
業
績
と
経
験
を
次
代
に
受

け
継
ぐ
た
め
に
も

一
層
の
活
躍
と

協
力
を
お
願
い
す
る
―
―
。
市
浦

村
の
人
口
は
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
が

″誰
か
に
何
か
を
し
て
も
ら

健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る

一後
の
た
め
に
―
。

や
ま
び
こ
大
学

「こ
と
ぷ

一学
級
」
の
開
講
式
は
、
六

十十
八
日
午
前
十
時
か
ら
基

一集
落
セ
ン
タ
‥
で
行
い
、

内
の
老
人
約
百
五
十
人
が

席
し
、
第

一
回
日
の
学
習

あ
る

″観
賞
菊
″
の
つ
く

方
を
勉
強
し
ま
し
た
。

150人 が出席 した「ことぶき学級」の開講式

開 催 日
場  所 学 習 内 容 時 間

0
磯松公民館

郷土料理の伝承(実習)

各老人クラブ代表者

講演「高騰 の生き力ヽり
小 田原 金 一 先 生

ゲ ー ム 指 導

民生課 越谷  悟

ω

脇元公民館

講話「家庭の中の精神衛生①」
三 橋  き く 先 生

講話「郷土の歴史」

佐藤  慶 治 先 生

学 級 委 員 会

肉

十三公民館

講話「若さを保つためには」
保健婦 小野 明美

郷土料理の伝承(実習)

各老人クラブ代表者

学 級 委 員 会

ω

脇元公民館

講話「家庭の中の精神衛生②」
三 橋  き く 先 生

話  し  合  い

学 級 委 員 会

ゲ ー ム 予 選 会

民生課 越谷  悟 サア、学習だ。′やまびこ大学に集合した '大学生
いつまでも長生きしようネく′
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全国平均です

何か書いてみて .′

ウン .′ ドラえもんでも書いてやるか

六
月
五
日
、
基
幹

集
落
セ
ン
タ
ー
で
三

歳
児
健
康
診
査
が
行

わ
れ
、
三
十
二
人
の

三
歳
児
が
健
診
を
受

け
、
医
師
や
保
健
婦

の
質
問
に
元
気
な
声

で
答
え
て
い
ま
し
た
。

三
歳
児
健
診
と
は
、
子
供
た
ち

の
身
体
発
育
の
健
診
に
と
ど
ま
ら

ず
、
む
し
歯
や
精
神
発
達
の
検
査
、

相
談
、
指
導
を
行

い
、
あ
わ
せ
て

し
体
不
自
由
、
精
神
薄
弱
、
視
カ

や
聴
力
障
害
な
ど
心
身
障
害
の
早

期
発
見
を
日
的
と
す
る
大
切
な
健

診
で
す
。

健
診
の
内
容
は
、
尿
検
査
、
行

動
発
達
検
査
、
間
診
、
身
体
計
測
、

内
科
診
察
お
よ
び
歯
科
診
察
と
保

健
婦
に
よ
る
相
談
や
指
導
で
す
。

当
日
は
、
遊
ぶ
の
に
忙
し
く
て

検
査
や
計
測
に
な
か
な
か
協
力
し

て
く
れ
な
い
子
、
母
親
か
ら
離
れ

よ
う
と
し
な
い
子
、
ハ
キ
ハ
キ
と

し
っ
か
り
答
え
て
医
師
や
保
健
婦

を
驚
か
せ
た
子
な
ど
、
健
康
を
三

歳
児
の
い
ろ
い
ろ
な
姿
が
み
ら
れ

増
え
た

三
歳
児
の
む
し
歯

三
歳
児
の
身
体
計
測
値
の

平
均
を
み
る
と
、
身
長
で
は

男
児
９４

・
７

，セ
冒́
、
女
児
９３

・
３
♯
ｒ́
ａ．
体
重
で
は
男
児

‐４

・
７
窮
、
女
児
１３

・
９
鶏
。

胸
囲
は
男
児
５２

・
８
す
．―‐
、

女
児
５‐

．
５
↓
属
。
頭
囲
は

男
児
５０

．
２
二
属
、
女
児
４９

・
７
●
属
と
い
う
結
果
が
出

こ
の
値
は
、
三
歳
児
の
全

国
平
均
値
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、

や
は
り
男
児
が
女
児
よ
り
も

体
格
が
や
や
上
回
わ
る
よ
う

で
す
。

残
念
な
こ
と
は
、
む
し
歯

の
平
均
本
数
が
四

・
五
本
で

前
回
に
比
べ
増
え
て
い
る
こ

と
。
三
歳
児
の
む
し
歯
予
防

は
、
日
常
の
歯
み
が
き
の
習

慣
と
上
手
に
み
が
く
指
導
も

大
切
な
こ
と
で
す
。

お
母
さ
ん
た
ち
か
ら
は
「

子
供
の
こ
と
ば
や
発
音
、
ク

セ
、
お
し
っ
こ
の
し
つ
け
、

偏
食
な
ど
に
つ
い
て
の
質
問

が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。 小 野 明 美

保健婦の質問に元気に答える3歳児

緑風の中に歓声緑
風
さ
わ
や
か
な
六
月
は
運
動

会
の
季
節
。
年

一
回
行
わ
れ
る
小
、

中
学
校
の
運
動
会
は
、
児
童
、
生

徒
だ
け
で
な
く
父
兄
に
と

っ
て
も

楽
し
み
を

一
つ
。

今
年
も
六
月
七
日
、
村
内

一
斉

に
小
学
校
の
運
動
会
が
行
わ
れ
、

各
校
の
校
庭

い
っ
ぱ

い
に
歓
声
が

飛
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
気
温
は
例
年
よ
り

低
か
っ
た
も
の
の
、
晴
天
に
恵
ま

れ
、
ど
こ
の
会
場
も
大
に
ぎ
わ
い
´

婦
人
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
等
の
各

団
体
、
保
育
所
の
参
加
も
あ
り
、

父
兄
や
先
生
た
ち
の
声
援
を

い
う

ぱ

い
に
受
け
て
、
い
ろ
い
ろ
な
ゲ

ー
ム
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

保
育
所
も
参
加
し

一
斉
に
運
動
会

イッチニ、イツチニ

準備運動をして元気に走りました
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指
導
体
制
の
確
立
と

住
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

―

市

浦

村

体

協

で
総

会

―

市
浦
村
体
育
協
会

（山
田
勝
明
　
　
設
の
効
率
的
利
用
を
は
か
り
、
体

会
長
）
の
総
会
は
、
六
月
五
日
役
　
　
協
専
門
部
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
、

場
会
議
室
に
会
員
約
二
十
人
が
出
　
　
村
民
総
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
に

席
し
て
開
か
れ
、
欠
員
中
の
副
会
　
　
も
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
必

長
に
古
川
政
幸
さ
ん
を
選
出
補
充
　
　
要
が
あ
る
。
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

は
じ
め
に
、
山
田
勝
明
会
長
が
　
　
　
続
い
て
、
来
賓
と
し
て
出
席
し

「私
た
ち
の
長
年
の
夢
で
あ

っ
た
　
　
て
い
た
白
川
治
二
郎
村
長
、
俵
谷

体
育
館
が
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
市
浦
海
　
　
佐
之

一
教
育
長
が

「
Ｂ
＆
Ｇ
財
団

洋
セ
ン
タ
ー
の
完
成
で
実
現
さ
れ
　
　
市
浦
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
工
事
が
、

よ
う
と
し
て
い
る
。
今
後
は
、
施
　
　
い
ま
急
ピ

ッ
チ
で
進
め
ら
れ
、
八

月
に
は
完
成
の
予
定
で
あ
る
。
九

月
か
ら
の
利
用
運
営
に
つ
い
て
は

積
極
的
に
参
画
し
、
高
効
率
利
用

を
は
か
り
、
体
協
の
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
に
努
め
て
ほ
し
い
。
」
と
激
励
し

そ
の
あ
と
、
五
十
五
年
度
の
事

業
報
告
、
同
決
算
。
五
十
六
年
度

事
業
計
画
（
同
予
算
を
審
議
し
、

原
案
通
り
承
認
し
ま
し
た
。

こ
と
し
の
事
業
計
画
で
は
、
体

協
各
専
門
部

（陸
上

・
野
球

。
テ

ニ
ス

・
卓
球

。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

・

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）
の
各
教
室
の
開

催
、
地
域
住
民
へ
の
普
及
と
指
導

体
制
の
確
立
を
重
点
と
し
、
市
浦

海
洋
セ
ン
タ
ー
の
効
率
的
利
用
運

営
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
参
加

す
る
こ
と
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

一りｌＬダー∫と１ビて　　　輿̈
「̈
胸̈畑け引”たノ″一

ぶ
年
ん
だ
け
リ
ニ
た
い
　
　
　
　
　
各
専
門
部
の
組
織
強
化
、
指
導
者

の
養
成
と
指
導
体
制
の
確
立
、
ス

市
浦
村
体
育
協
会
の
大
先
輩
で
　
　
ポ
ー
ツ
施
設
の
効
率
的
利
用
な
ど
、

あ
り
、
住
民
ス

ポ
ー
ツ
の
指
導

者
で
あ

っ
た
山

内
荘
二
副
会
長

が
仕
事
の
関
係

で
転
出
し
た
た

め
、　
一
年
間
の

体
協
と
し
て
や

幸

闘
　
らヽ
な
け
れ
ば
な

政
船
　
らヽな
い
こ
と
が

川
鶴　
た
く
さ
ん
あ
り

古
け　
ま
村
げ

さ
ん
の

協
力
を
得
て
、

残
任
期
間
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
　
　

，
」れ
ら
の
問
題
解
決
に
少
し
で
も

な

っ
た
が
、
は

っ
き
り
言

っ
て
自
　
　
役
立
て
れ
ば
と
思

っ
て
い
る
。

信
は
な
い
。

総
会
で
は

「
住
民
ス
ポ
ー
ツ
振

連日熱戦がくりひろげられている

金
木
地
区
交
通
安
全
協
会
市
浦

支
部

（自
川
孝
治
支
部
長
）
の
総

会
は
六
月
九
日
午
後
七
時
か
ら
、

会
員
多
数
が
出
席
し
て
基
幹
集
落

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、自
川
支
部
長
が
「
交

通
安
全
に
つ
い
て
は
、
村
民

一
人

と
最
近
の
交
通
事
故
の
現
況
と
事

故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
議
事
に
入
り
、
秋

田
谷
多
喜
郎
事
務
局
長
か
ら
五
十

五
年
度
の
事
業
、
同
決
算
報
告
が

あ
り
、
昭
和
五
十
六
年
度
事
業
計

画
、
同
予
算
を
審
議
し
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

五
十
六
年
度
の
主
な
事

業
と
し
て
は
、
若
年
運
転

者
の
事
故
防
止
対
策
、
歩

行
者
、
特
に
子
供
と
老
人

の
事
故
防
止
対
策
な
ど
を

重
点
目
標
に
、
①
法
令
講

習
会
お
よ
び
映
写
会
の
開

催
。
②
児
童
、生
徒
、
家
庭

の
主
婦
を
対
象
に
交
通
安

全
教
室
の
開
催
な
ど
を
決

総
会
で
は
、
暴
走
、
飲
酒
運
転

の
根
絶
を
決
め
ま
し
た

一
人
が
積
極
的

に
運
動
を
も
り

あ
げ
、
交
通
死

亡
事
故

「
０
」

の
記
録
も
千
日

を
日
前
に
し
て

い
た

一
月
二
十

二
日
脇
元
地
区

で
死
亡
事
故
が

発
生
。
九
百
六

十
八
日
で
そ
の

記
録
が
ス
ト
ッ

プ
さ
れ
た
。

私
た
ち
は
、

交
通
安
全
運
動

を

一
層
強
化
す
る
と
同
時
に
、
気

を
引
き
じ
め
て
交
通
死
亡
事
故
ゼ

ロ
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま

続

い
て
、
来
賓
と
し
て
出
席
し

た
吉
見
善
七
金
木
警
察
署
長
が

「若
年
者
は
最
近
、
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ

運
転
を
す
る
傾
向
が
強
く
、
遵
法

精
神
に
欠
け
て
い
る
。
若
年
者
の

暴
走

・
飲
酒
運
転
の
根
絶
と
事
故

防
止
の
た
め
、
地
域
住
民
が

一
体

と
な

っ
て
が
ん
ば

っ
て
ほ
し
い
。」


